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目本語学習者 の独話聞 き取 りについて
一 内容部分と機能部分の分析一
中 込 明 子
1.は じめ に
中上級の目本語教育では,講 義のような一方通行の独話の聞き取 り指導
が必要になって くる。その際,大 づかみに内容を把握 させる方法 払 細部
まで正確に聞 き取 らせ る二つの方法がある1)。指導に当たって筆者 は・前
者のような予測 ・推測等 も利用した大づかみな内容把握 と共に,後 者のよ
うな細部の正確な理解の両方の連携が重要だと考えている。しかし中上級
になると大まかな内容理解に指導の重点が移 り,・音声から語,譜 から文へ




聞き取 り指導の最終的な目的は,内 容理解 の能力 をつけること3)だが,
言語形式や語句 を正確に認知することもまた,内 容理解を容易にする重要
な要素である。本稿では主に言語形式 ・語句を正確に認知するボ トムァッ
1)土 岐(1988)で は 「お お ま か 聞 き 取 り,こ ま か 聞 き 取 り」,當f乍(1989)で は
"ihtensivelisteningpractice
,extensiveIiste虹ngpract呈ce"と い う言 葉 で 述 ぺ られ
て い る っ
2)新 屋(1993:126)お よ び 田 丸 〔1990;22)参 照 。
3)竹 蓋(1989:30-3王)参 照 。
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プ の方 向 で,調 査 ・分 析 を行 っ た.
2・ 研 究 目 的
中上級 目本語学習者による講義 ・講演 タイプの一方通行の独話の聞き取
りを,語 句や言語形式の正確な認知 という点から調査 し,ど んなところが
聞き取れていないかを調べる。併せて一定期問における誤聴4)の変化を見
る。
ふ 調 査 の方 法
現在 の と ころ,聞 き手 の頭 の 中 に どの よ うな機 構 が あ って,聞 こえ て く
る音 声記 号 を どの よ うに意 味 と結 び 付 け るか,誤 りが どの よ うに して生 じ
るか ・ と い うこ と を直 接 的 に解 明 す る決 定 的 な方 法 は な い 。 した が っ て ・
聞 き取 りの よ うな受容 面 にお け る能 力 を見 るた め に は,話 す ・書 く とい っ
た発 表 能 力 に頼 らざ る を得 ない 。 デ ィ クテ ー シ ョンは,学 習 者 が正 し く聞
き取 っ て理 解 して も表 記 の段 階 で間 違 え る可能 性 もあ り,学 習 者 の聞 き取
りを正確 に反 映 してい る とは必 ず し も言 えな い 。 しか し,学 習 者 の誤 聴 を
明示 して くれ る貴 重 な資 料 で あ り,聞 き取 りの実 態 を探 る手 掛 か りを与 え
て くれ る も の で あ る。
本 研 究 は以 上 の立 揚 か ら,毎 週 授 業 の 中 で デ ィ ク テ ー シ ョン の練 習 を行
い,初 回 と最 終 回 の デ ィク テ ー シ ョ ンで は 同 じ もの を書 き取 らせ て,こ の
2回 の変 化 を見 た 。
3.1調 査 の ス ケ ジ ュー ル
まず,授 業 の初 日に,学 習 者 の 日本 譜能 力 を見 る た め の ク ロー ズ テ ス ト
を行 っ た 。 翌 週 に は第1回 目 の デ ィ ク テ ー シ ョン と して 「日本 の放 送5)J
4)デ ィ ク テ ー シ ョン に よ っ て聞 き誤 りを抽 出 して い く方 法 は,覧 他(19刃)に ょ
り 「誤 聴分 析`と 呼ば れ て い る。
5)P日 本 事 情 シ リー ズ 日本 の放 送 』(目 本 語 教 育 学 会)のrお わ りに 」 の 中 の一
部分 に 手 を加 え た もの 。
一60一
を書 き取 らせ,デ ィ ク テ ー シ ョン回 収後 に15分 程 度 の 内容 チ ェ ッ ク と解
説 を した 。 これ 以 降 も,毎 回 授 業 で30分 前 後 の デ ィ ク テ ー シ ョン の 練
習6)を 行 った 。 授 業 中 の練 習 で は,デ ィ ク テ ー シ ョ ン回収 後 に ・ お お ま か
な内 容 が把 握 で きて い る か を見 る た め の質 問 を つ け,選 択 肢 もテ ー プ で聞
かせ て与 え,最 後 に15分 程 度 の解 説 を した 。 そ し て約2か 月 後,デ ィ ク
テ ー シ ョ ンの 最 終 回 に,授 業 中予 告 な しで再 び2回 目 の 「目本 の放 送 」
を書 き取 らせ た。 分 析 の対 象 に した の は,こ の1回 目 と2回 目の 「日本
の放 送 」 のデ ィ クテ ー シ ョンで ある 。 な お,学 習者 の 日本 語 学習 歴 お よび
デ ィ クテ ー シ ョン に つ い て の意 見 や 感 想 を調 べ るた め の ア ンケ ー ト も行
い,調 査 終 了 後 に は,被 験 者 の一 部 に フォ ロー ア ッ プイ ン タ ビ ュー を行 っ
た 吊
3.2デ ィ クテ ー シ ョン の実施 方法
デ ィク テ ー シ ョンの 際,テ ープ は3回 聞 かせ た 。1回 目は,始 めか ら終
わ り まで通 して 聞 かせ,2回 目は ポ ー ズ の と ころ で 書 き取 らせ た 。 な お,
ポー ズ7)は テ ー プ の 中 に充 分 時 間 を取 って 録 音 して あ る(20～30秒 程 度)。
そ し て3回 目 に再 び 通 して 聞 きな が ら,書 き取 っ た文 をチ ェ ッ ク させ る
とい う手 順 で あ る。 デ ィク テ ーシ ョ ン回収 後 に は トラ ンス ク リプ シ ョ ンを
渡 して,語 句 や 内 容 につ い て の解 説 を行 っ た 。 な お ・表 記 は漢 字 仮 名 交 じ
りと し,漢 字 を書 い た ときは必 ず読 み仮 名 をふ る よ うに指 示 した 。
3.3被 調 査 者
調 査 は二 つ の 大 学 で行 っ た 。対 象 者 はG大 学 の研 究 留 学 生20名 とC
大 学 の学 部1年 生25名 で あ る。「日本 の放 送 」 の1・2回 と も・ 授 業 に 出
席 してデ ィク テー シ ョ ンの テス トを受 けて お り,か つ ク ロー ズ ・テ ス トで
中級 以 上 と認 め られ る40点 以上 の 者 を,最 終 的 に デ ー タ と し て採 用 し
6)F毎 日の 聞 き取 り 弱 目 上 』・F目 本 語 の 聴 解 』 か ら3課 分 を選 ん で手 を加
え,教 材 化 した もの を使 用 。
7)デ ィク テ ー シ ョンの 実施 方 法 お よ び ポ ー ズ の影 響 につ い て は,中 込(1995)を
参照 。
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た。 こ の該 当者 は,Gで は14か 国 に及 ぷ 非 漢 字 系 学 習 者19名 で あ り,
Cで は 中国 系 学 習 者8)11名 とな り,被 験 者 は合 計30名 に な っ た。
4.結 果 の 分 析
調 査 結 果 は 文節 に タ る分 析9)と 形 態 素 に よ る分 析 を行 っ た。 文 節 は意 味
のま とま りが あ っ て扱 い や す く,形 態 素 に比 べ て大 まか な傾 向 をつ か む の
に適 して い る。 一 方,形 態 素 は文 節 よ りさ らに細 か い 部分 を見 る の に適 し
てお り,一 っ 一 つ の単位 は短 く,長 さのば らつ きが少 な い と言 え る 。本 稿
では デ ィ ク テ ー シ ョ ンの1回 目 と2回 目に つ い て,そ の 誤 聴 の 変化 を,
後者 の形 態 素 の 単位 か ら分析 した 。
な お誤 答 の 認 定 はひ らが な を基 準 とした 。デ ィ クテ ー シ ョ ンは漢 字 仮 名
交 じ りで書 くよ うに指 示 した が,非 漢 字 系 学 習者 の 中 に は漢 字 を ほ とル ど
使 わず にひ らが な ば か りで書 き取 る者 もい た か らで あ る 。
SuenobuetaL(1982)は,日 本 人 英 語 学 習 者 の 聞 き取 りの 変 化 を調
べ,内 容語 と機 能 語 とい う観 点 か らの分析 を行 って い る 。 こ の場 合 の英 語
にお け る 内容 語 とは,発 話 の意 味 内 容 に直 接 関 わ る名 詞,形 容 詞,動 詞,
副詞 等 で あ り,機 能 語 とは,文 法 的 な関係,つ ま り機 能 に 関 わ る語 で,冠
詞,前 置詞,接 続詞,助 動詞,関 係 代 名 詞 等 を指 して い る と思 われ る。末
延他 は 「内容 語 に 比 べ て機 能 語 の誤 聴 率 は か な り高 い が,機 能 語 は一 度 自
然 な発話 で の音 声 形 態 に親 しむ と,比 較 的容 易 に 聞 き取 れ る よ うに な る の
で は な い か。」 と述 ぺ て い る。 また,英 語 で は内 容 語 に比 べ て機 能 語 が 聞
き取 りに くい とい う小 池(1993)の 指 摘 も あ る 。 しか し,英 語 とは構 造 も
異 な り,学 習者 も多様 で あ る 日本 語 の揚 合,機 能 語 と内容 語 の 関係 は どの
よ うにな って い る の だ ろ うか 。
この点 を調 ぺ る た め に,ま ず デ ィ ク テ ー シ ョ ンに使 用 したr巨 本 の放
呂)こ の 中 に は マ レー シ ァが4名 含 まれ て い るが,母 語 や 漢字 の使 用状 況 か ら中
匡羅系 であ る こ と力二わ か る。
9)文 節 レベ ル で の分 析 につ い て は 中込(四95)を 参 照 。
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送 」 の テ キ ス トの範 囲 内 で,英 語 の内容 語 ・機 能 語 に相 当 す る もの を次 の
よ うに定 め た 。つ まP,い わ ゆ る学 校 文 法 に基 づ い て,自 立語 は 「内容 部
分 」,付 属語 は 「機 能 部 分 」 と した 。
内容部分(意 味を担 う部分):「日本の放送」の5つ の文の中では名詞,
動詞,形 容詞,副 詞 を指ナ。
機能部分(機 能に関わる部分);助 詞 と助動詞 を指す。
上 記 の基 準 に従 っ て,「 日本 の放 送 」 の各 文節 を内 容 部 分 と機 能 部 分 に分
け た の が[資 料1]で あ り,下 線 を引 い た箇 所 が機 能 部 分 で,印 の ない とこ
ろ が 内 容 部 分 で あ る 。 こ の結 果,内 容 部 分72箇 所,機 能 部 分59箇 所,
合 計131の 単 位 が得 られ た。 これ ら を も とに 「内容 部 分 ・機 能 部 分 別 個
人 誤 答数 一 覧 」 表 を作成 し,こ こか ら表1の 平 均 誤 答率 を得 た 。
表1よ り,内 容 部分 と機 能 部分 を合 わ せ た131の 単 位 に っ い て,1回 目目
の テ ス ト(T1)で は平 均 誤 答 率 が45.2%で あ る が,2回 目の テ ス ト(T2)
で は13.3ポ イ ン ト下 が って31,9%と な って い る 、 次 に,こ れ を内容 部 分
と機 能 部 分 に分 け て 比 較 して み る と,内 容 部 分 は36,9%か ら24,4%へ
125ボ イ ン トの減 少,機 能 部 分 で は33・6%か ら22・7%へ10・9ポ イ ン ト
の減 少 が 見 られ た 。 しか し内容部 分,機 能 部 分 の どち らの誤 答率 の減 り方
も大 差 は な く,12.5と10.9の 差 は1,6.に と どま っ て い る。 つ ま り,1回
目の テ ス トか ら2回 目の テ ス トヘ の 正 答 率 を伸 ば した も の が 内 容 部 分,
あ る い は機 能 部 分 のい ず れ か の伸 び に よ る とい う結 果 に は な らな か っ た 。
先 の末 延 の英 語 にお け る 先行 研究 で は機 能 語 の改 善 の程 度 が 著 しか っ た
が,今 回 の 日本 語 にお け る調 査 で は 内容 部 分,機 能 部 分 の どち ら も改 善 の
程 度 は ほぽ 同 じ とい う結 果 が得 られ た 。
と こ ろ で,学 習 者 の書 き取 った 文 を一 通 り見 て い る と,中 国 系 学 習 者
(C)か 非 漢 字 系 学 習 者(G)か で,か な り違 い が あ っ た 。漢 字 の使 用 率 が多
い か少 な い か とい った表 記 上 の違 いに と ど ま らず,(C)の 答 案 に は あ る程









放 送 は 現在 の ところ 少数 の 送P手 か ら 多数 の 受 け
手 に 同 じ 内容 の 情報 や 娯楽 な ど を 一方的 に 伝 え て
い ます。
放 送 を 見 た 堕 聞い た り す る 人 々 は それ ら の 番経
の 多 く を 自分 自身 で 正 しく 選択 せ ず に 受 け身 の 姿
勢 で 受 け取 る 傾 向 が あPま す。
そ う なる と 人 々 の 考 えかた や 意識 は しだいに 画一化
さ れ て 型 に は まっ た 人 問 受 け身 の 行動 しか 取れ
ない 人 間 を 多 く 作 ワ出す こ と に なっ て しまい ます。
かつ て テ レビ が 普及 しはじめ た ころ 日本人 は テ レど に
よっ てr一 億総 白痴化」 し て しま う と あ る 評論家 が な
げい た こ と が あ り ますσ
低俗 な テ レビ番組 に よっ て 目本人全体 の 知識水準 が 低
く なる こ と を 警 告 し た の です 。









的 デー タ解 析 ゆ を用 い て,そ れ ぞ れ に 内容 部 分,機 能 部 分 の変 化 を調 べ る
こ とに した。
10)探 索的 データ解析 とい うのは,デ ー タ数 が十分 ではな く,ま た、 その母集
団にお ける分布型 も仮定 できない ような状況,つ まP,探 索的な段 階においてデー
タの構造 ・特徴 をさぐるとい うものである。探索的デー タ解析では,デ ータを集 約
する際 に,一 部の逸脱 したデー タの影響 を最小限 にとどめるた めに,中 央値 を用い
て分析 を進 めることが多い。 よく使 われ る平均値 は一部の逸脱 したデー タの影響 を
受iナやすいが,中 央値 はそれ を受1ナに くいためである。
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内容 機 能 内容 機能 内容 機能
図1は(C),(G),(C+G)の3っ の箱 型 図11)で 「内容 部 分 ・機 能 部 分
別 の 変化 」 を示 し た も あ で あ る。 こ こ で は,学 習 者 の2回 目の誤 答 数 か
ら1回 目 の誤 答 数 を引 い た数 を求 め て,変 化 を見 て い る 。 通 常 は2回 目
の 誤 答 数 が1回 目 よ り少 な い の で,ほ とん どの場 合,学 習 者 の デ ー タは
マ イ ナ ス に な る。 こ の た め,図1の 平 行 箱 型 図 は マイ ナ ス の方 向 に 広 が
っ てい る 。 ま た,そ れ ぞ れ の縦長 の箱 の中 に あ る横 線 は,中 央 値 を示 して
お り,こ の 目盛 りが0に 近 づ くほ ど,1回 目 と2回 目 の差 が 少 な くな る,
つ ま り,改 善 の度 合 が少 な くな る こ とを意 味 して い る。
非 漠 宇 系 学 習者(G)の 中 央値 の比 較 に よっ て次 の よ うな こ とが わ か る。
(G)で は,内 容 部 分 の 中央 値 が 一11,機 能 部 分 が 一5で,こ れ らの 絶 対
11〉 探索的 デー タ解析 では五数要約値 によってデータ の分布 を要 約 し、箱型 図
とい う簡 略な方法で分布 の状態 を図示 す ることができる。箱型 図は外 れ値 を図 中に
示 しているが,そ の外 れ値 の影響 を受 け にくい とい う特徴 がある。また 「平行箱型
図」 によ り,複 数のバ ッチ(直 接 デー タ解 析 の対象 となる・ ひ とまとま りのデー タ
の集合)を 同時に比較 してよ ウ効呆的な作 図 とす ることもで きる。
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値 の差 は6で あ る。 一 方,(C)の 中 央 値 は 内 容 部 分 が 一6,機 能 部 分 が
一8で
,絶 対 値 の差 は2で あ る 。(C)と 比 較 して,(G)で は,内 容 部 分 と
機 能 部 分 の 差 が 大 き い,つ ま り(G)で は,機 能 部 分 は ほ とん ど改 善 され
て いな い が,内 容 部 分 は か な り改 善 され て い る と言 え る。 同 じ こ とが,箱
の形 の バ ラ ンス,お よび そ の位 置 関 係 か ら も読 み 取 れ る・
一 方
,中 国系 学 習 者(C)の 図 で は,先 程 の(G)と 向 様 に(C)を 中 央 値
で比較 す る と,内 容 部 分 は 一6,機 能部 分 は 一8で,絶 対 値 の差 は2と な
り(G)と 比 べ て 小 さい 。 箱 の位 置 関係 も 内容 部分 と機 能 部 分 は だ い た い
同 じで あ り,(C)で は 内容 部 分 ・機 能 部 分 と もに あ ま り改 善 が見 られ な い
よ うで あ る 。 この(C)の 箱 型 図 か らは内 容 部 分 と機 能 部 分 の 関 係 が あ ま
りは っ き り とは見 え て こな い 。 この た め,後 で述 べ る抵 抗 直線12)を使 って
の分析 も行 った 。
全 体(C+G)の 平行 箱 型 図 は,(G)に 似 た形 に な っ てい る。(G)は(C)
の2倍 近 い デ ー タ数 で あ るた め,全 体 に与 え る影 響 も大 きい か ら だ と思
われ る。 この平 行 箱 型 図 か ら見 て取 れ る こ とは,(G)の 場 合 と同 じ く,内
容 部分 の方 が機 能 部 分 よ り改善 され て い る こ と と,内 容 部 分 は デ ー タ が分
散 して い るが,機 能 部 分 は狭 い範 囲 に ま とま っ てい る こ とで あ る.
以上 得 られ た大 まか な傾 向 の違 い を よ り明 確 にす るた め に,更 に抵 抗 直
線 のあ て は め も行 って み た 。
図2は 中国 系 学 習 者(C),図3は 非 漢 字 系 学 習 者(G〉,図4は 全 体(C
÷G)の 抵 抗 直 線 を表 し てい る。 図2か ら図4の いず れ の 抵抗 直線 の 図 で
も,X軸 が1回 目の 誤 答 数,Y軸 が2回 目の誤 答 数 を示 して い る 。 そ し
て・ 左側 の グ ラ フが 内容 部 分,右 側 の グ ラ フが機 能 部 分 の抵 抗 直線 を表 し
てい る。 また,X印 が個 々 の被 験 者 の デ ー タ を表 してお り,図 の 印 は外 れ
12)抵 抗 直線 とい うのは・XとYの 二 つの変数 か らなるデータを要約 して説 明
するた めに,あ る関数Y=f(X)を 用 いた ものである。そ の関数 として直線Y=a+
bXび 用 い られた揚 合 には,単 純 でかつ デー タの もつ傾 向を直感 的 に理解 しゃす
く,ま た便利 で ある。それ に加 え,直 線 は切 片aと 傾 きbに よって定め られ るの
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値 であ る 。 こ の抵 抗 直線 に よ って も以 下 の よ うに・ 平 行箱 型 図 の分 析 で述
べ た こ.とが確 認 で き る。 また 平行 箱 型 図 で は明 ら か にで きな か った点 に つ
V、て も,見 る こ と力二で き た;。
図2の 中国 系 学 習 者(C)の 抵 抗 直 線 の傾 きは・ 内 容部 分 が 一・000,機 能
部 分 がLO26で,ど ち ら も よ く似 た値 で あ る 。 また 切 片 も・ 内容 部分 が・
_7 、000で,機 能 部 分 が 一7.816と ほぼ 変 わ らな い値 で あ る ・ ここ か ら1
(C)は 内容 部 分,機 能 部 分 と も に あ ま り改 善 さ匙 て い な い こ とが わ か る。
一方 ,図3の 非漢 字 系 学 習 者(G)で は,傾 き が内容 部 分0521,機 能 部.
分 が0、806と,ど ち ら も1回 目の 聞 き取 りの場 合 よ りも改 善 され て い る。
た だ し,内 容 部 分 の方 が 傾 き が ゆ お や か で改 善 の 程 度 が 大 き い の に対 し
て,機 能 部 分 の方 は さ ほ ど の改 善 は見 られ ない ・
図4は 全 体(C+G)30名 分 の抵 抗 直 線 で あ 窮 これ も平 行 箱 型 図 の と
き と同様 に(G)の デ ー タの影 響 を強 く受 け て お り,傾 き も切 片 も(G)寄
りの数 値 に な って い る。
内容 部 分 と機 能 部 分 との差 に 関 して,以 上 の結 果 を ま とめ る。
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1回 目と2回 目の誤答数の増減を比較 した結果,機 能部分は内容部分 に比
べて,中 国系学習者(C)で も非漢字系学習者(G)で もあま り改善が見 ら




5.1英 語 の機 能 語 と 日本 語 の機能 部 分 の聞 き取 り
先 に述 べ た よ うに,英 語 は 内容語 に比 べ て機 能 語 が聞 き取 りに くい とい
う調 査 結 果 が あ る、 一 方,今 回 の調 査 か ら 目本 語 の場 合 は,表1の 平 均
誤 答 率 が 内容 部 分 ・機 能 部 分 と も近 い値 で あ る こ とか ら・ 内容 部 分 ・ 機 能
部 分 の どち らか が特 に難 しい とい うこ とは な い よ うで あ る。
こ の点 にっ い て,小 池(1993:161)は 目本 語 と英 語 を比 較 し て,英 語 の
機 能 語 が 聞 き取 りに くい理 由 を,次 の よ うに説 明 して い る 。
英 語 は い わ ゆ る強 勢 リズ ム(st垂ess-timedrhythm)で あ る の に 対
し,日 本 語 は 音節 リズ ム 〔syllable-timedrhythm)で あ る。 こ の リ
ズ ム の違 い は,日 本 人 が英語 を聞 き取 る場 合 に も障 害 に な っ て い る 。
日本 語 の よ うに音 節 が ほぽ同 じ時 間 で 発 音 され る言 語 で は,母 音 の数
び少 な い こ とも あ る が,環 境 に よ る母 音 の 音 質 ・音 量 に 大 きな変 化 は
な い 。英 語 の よ うな強 勢 言語 で は,代 名 詞,助 動 詞,冠 詞,前 置 詞 な・
ど の機 能 語(functionwords)が リズ ム の 谷 を形 成 し,特 に強 調 さ
れ る と き以 外 は弱 形13)が使 わ れ る。 す な わ ち,目 本 語 的感 覚 で は 音 声
と呼 べ な い ほ ど弱 くな る。 そ の意 味 で,文 法 や 文 脈 の力 を借 りて,聞
き取 っ た音 連 続 を正 し く判 断 す る能 力 を養 成 す る必 要 が 生 じる 。(注
は筆 者)
また英 語 の揚 合 の 弱形 の 聞 き取 りに く さに加 え て・ 今 回 デ ィ ク テー シ ョ
13)強 勢(stress)を 持 た な い 発音 上 の形 式 。 弱 形 で は強 形 の母 音 と音 質 が 異 な
り,長 さ も短 くな る。
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ンに使 った 「日本 の放 送 」 は,文 の形 も整 って お り,自 然 さを損 な わ な い
範 囲 で は っ き りと発音 され て い る。音 変 化 や 縮 約 形 も見 られ ず,音 を聞 き
取 る とい う点 で は困難 は少 な い と考 え られ る。
5.2機 能 部 分 の正 答 率 が伸 ぴ な か っ た理 由
今 回 の調 査 で,機 能 部 分 が1回 目 と2回 目で ほ とん ど改善 され な か っ
た のは,次 の よ うな理 由 に よ る と思 われ る。
英 語 の機 能 語 ぽ1.に 述 べ た よ う に,音 が変 化 した り弱 形 が 使 わ れ た り
す るの で,そ う した知 識 を も って い な けれ ば,何 度 繰 り返 して も,聞 けな
い もの は 聞 け な い 。 そ こ で,学 習 者 が知 っ て い なが ら音 と して は と らえ ら
れ な い部 分 を教 師 が指 導 す る こ とで,聞 き取 りのカ は大 幅 に伸 び る と考 え
られ る 。英 語 の場 合 に機 能 語 の正 答 率 が 伸 び て い る とい うの は,つ ま りそ
れ だ け改 善 の余地 が 大 き く,最 初 の で き具 合 が か な り悪 か っ た とも考 え ら
れ る 。 これ に対 して 「日本 の放 送 」 は縮 約 形 や音 変 化 もな く,音 自体 は と
らえや す い の で・ 学 習 者 の知 って い る もの は最 初 か ら聞 き取 れ て い た の で
はな い か 。 とす れ ば 「日本 の放 送 」 の場 合 に は 改善 の余 地 は 少 な くな り,
英語 の揚 合 の よ うな,機 能 語 の 聞 き取 りの著 しい改 善 は見 られ な くな る 。
ま た,今 回 の調 査 と共 に行 っ た デ ィ ク テ ー シ ョン の練 習 に つ い て も,
SuenobuetaLと は指 導 の条 件 ・方 法 が 違 っ て い る 。Suenobueta1 .
で は,毎 回2・3分 の ニ ュー ス のテ ー プ を家 で書 き取 る こ とを宿 題 に して
い る。そ して ク ラ スで はそ の ニ ュー ス の ビデ オ を見 て,説 明 を加 え,ト ラ
ンス ク リプ シ ョ ン を見 せ て い る。 こ うした授 業 を前期 の 間続 け,夏 休 み 中
も25回 分 のFENの ニ ュ ー ス の書 き取 りを課 した後,半 年 後 に二 回 目 の
デ ィク テー シ ヨンの テ ス トを行 っ て い る。
さ らに,被 験 者 の均 質 性 も影 響 して い る可 能 性 が あ る。Suenobuet
aLの 被 験 者 は 目本 人 の大 学1年 生 だ が,筆 者 の被 験 者 で あ る留 学 生 は母
語 も文 化 的 背 景 も様 々 に異 な っ てい る 。均 質 な 学 習者 の ク ラ ス で あれ ば,
弱 点 も共通 した傾 向 が あ り,そ こ に指 導 の焦 点 を絞 れ ば,効 果 を上 げ や す




11.搬 音.2,促 音:3.長 音 4.音 声 ・無 声 5,無 声 化 6.拗 音 1～6合 計
TL誤 答数2 7 14 2gl 3 3
補正値 (3.5) (12.1) (2千.1) 〔50・1)i (5.2〉 (5,2〉
58
(100.2)
i T2.誤 答 数 3 12 133ヰ 4 2 68
1(117.5)1補正値 (5.2) (20.7) (22.5)!(58.7) (6.9) (3.5)
非漢字系習者(G)19人
4.擾 音i2.促 音1 3.長 音 4,音 声 ・無 声15.無 声 化 6.拗 音 1～6合 計
Tl.誤 答 数 5 1 25 2631 4 64
塵 答数 3 0 20目 160 o 39
5.3内 容 部分 の改 善 につ いて
(G)で は 内容 部分 の改 善 が 見 られ た が,(C)で は機 能 部 分 と同様 に,内
容 部 分 もほ とん ど改 善 され な かっ た 。
(G)の 学 習 者 の うち9名 に フォ ロー ア ップイ ン タ ビュ ー を した が,そ れ
に よ る と か れ らが1回 目,内 容 部 分 を聞 き取 れ な か っ た の は,そ れ が 未
知 の語 で あ るた め,あ る い は既知 で あ って も音 と して 聞 い た場 合 にそ れ と
認 識 で きな か った た め で あ る との指 摘 が 多 くあ った 。(G)の 中 には 来 日 し
て間 もな い学 生 も含 まれ て い た が,2回 目は音 に慣 れ,知 って い る言 葉 な
ら正 し く聞 き取 れ る よ うに な った もの と思 わ れ る。 な お,誤 聴 と未 知 語 と
の関 係 に つ い ては 中込(1995)の!回 目 の誤 答 分 析(B語 彙)の 部 分 で も触
れ たD
一 方(C)は1回 目 も2回 目 も音 の 聞 き取 釦が不 正 確 で あ る
。「日本 の放
送 」 の5つ の文 に つ い て,内 容 部 分 の 音 の聞 き誤 り を 「接 音 ・促 音 ・長
音 ・母 音 の無 声 化目・有 声 音 と無 声 音 ・拗 音 」 の6っ に絞 って調 べ て み る
と,1・2回 と も,表2の 通 りで,r有 声 音 と無 声 音 」 が誤 答 全 体 の 半 分 を
占 め て い る。(C)は11人,(G)は19人 と人 数 が違 うの で,(G)と 比 較 で
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き る よ うに表 の(C)の()に は調 整 した値 を示 して あ る1ヰ)。(G)の 有 声 ・
無 声 の誤 答 数 が1回 目26,2回 目16で あ る の に対 して,(C〉 で は1回 目
(50.1),2回 目(58.7)と い う こ と にな り,い か に有声 ・無声 の 誤 りが 多 い
かが わ か る 。 な お(C)は2回 目の方 が誤 答 数 が増 え て い るが,こ れ は集
計 の関係 に よ るユ5)。デ ィ クテ ー シ ョン後 の説 明 で は,語 句 や 内 容確 認 が 中
心 で,有 声 無 声 等 の細 か い指 導 は行 っ て い な い。(C)の 中 に は 「有 声 音 と
無 声音 」 は問 違 えて い て も,漢 字 は正 し く書 けて い る者 もお り,語 彙 と し
て は理 解 してい る と思 われ るが,音 の聞 き取 りとい う点 か らは,不 正確 で
あ り,今 回 の調 査 で は これ らは誤 答 と して扱 って い る 。 こ の よ うな学 習 者
が どれ く らいい るか正 確 に見 て い くのは,漢 字 の使 用 状 況 が 人 に よ っ て非
常 にま ち ま ち で あ るた め,難 しい 。
/C)に お け る 「有 声 音 と無 声 音 」 は大 き な問 題 で あ り,特 に聞 き取 りの
面 での 難 し さが指 摘 され,今 田(1981)は 「こ の点 を初 級 で しっ か り指 導
して お か な い と,中 級 ・上 級 ま で尾 を引 き,聞 き取 りの際 も問 題 にな る。」
と述 べ て い る 。(C)が1回 目 と2回 目で ほ とん ど内 容 部 分 の 改 善 が 見 られ
な かっ た の は,主 と して,こ の 「有 声 音 と無 声 音 」 が改 善 され な か った た
め だ と思 われ る・ っ ま り,(C)は(G)と 同 じ よ うに デ ィ クテ ー シ ョン後 の
説 明 を受 け てい て も,単 に音 に慣 れ るだ けで は有 声 音 ・無 声 音 の 問題 を越
え られ な か っ た と推 論 で き る ・ 今 回 の セベ ル の中 国 系 学 習 者(C)に 対 し
て は,か れ らが 中級 で は あ って も,有 声音 ・無 声 音 等 の開 き取 りの 弱点 を
補 強す る よ うな指 導 が必 要 で あ ろ う。
5溢 英 語 と 日本 語 の 言語 類 型 の 違 い
今 回 の調査 では,日 本 語 の付 属 語(助 詞 ・助 動 詞)を,英 語 の機 能 語 に相
1尋)(Cの それ ぞ れ の誤答 数 ×19111)で,Gと 比 較 で き る よ うに 調整 した 。
15)二 こで は 無 回答 は 除 外 して,内 容 部 分 につ い て だ げr擾 音 ・促 音 ・長 音 ・
有 声音 と無 声 音 ・母 音 の 無 声 化 ・拗 音 」 の6つ の音 の誤 堕を調 べ て い る 。1回 目は
何 も書 か な か っ た 学習 者 が(無 回答 は誤 りに は含 め て い な い),2回 目に は書 い た1ナ
れ ど も上 記 の音 で 問違 っ て し ま った よ うな場 合,(2回 目 は)誤 り と数 え る こ とに な
るo
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当 す る もの と して分 析 を進 め た。 しか し英 語 にお け る機 能 語 の重 み と,日
本語 に お け る付 属 語 の重 み は,そ もそ も違 うも ので あ る か も しれ ない 。
6・ 問題 点 と今 後 の課 題
今 回 の 調 査 は当初45人 の規 模 で始 め た が,学 習 者 め欠 席 もあ り,ま た
ク ロー ズ ・テ ス トの得 点 の範 囲 を(C)と(G〉 で そ ろ えた こ と も あ っ て,
中 国 系 学 習者 の数 が11人 と少 な くな っ て し ま っ た。(C)と(G)の 比 較 を
行 うに は,や は り被 験 者 の数 が(G)と 同 数 は ほ しい とこ ろ で あ る 。 ま た
(C)の 数 自体 が少 な く,(G)に 比 べ て ク ロ ー ズ の得 点 の幅 が狭 か った た め
に,上 位 グ ル ー プシ 下 位 グル ー プで の比 較 が で き なか った 。
「は じめ に」 で,独 話 の 聞 き取 り指 導 の た め の二 つ の方 法 に つ い て 触 れ
た・ 一 っ は お お ま か な内 容 把 握 を させ る方 法 で あ り,も う一 つ は細 部 ま で
正確 に聞 き取 らせ る方 法 で あ る。 日本 語 教 育 で は 中上 級 にな る 匂 お お ま
か な内 容把 握 に指 導 の重 点 が移 り,細 部 ま で細 か く指 導 す る時 間 的 余 裕 が
な い のが 現状 の よ うで あ る 。 しか し,そ れ で は 聞 け な い部 分 はそ の ま ま放
置 され る こ とに な って し ま う。今 回 の調 査 に よ り機 能 部 分 の 聞 き取 りは,
語 句 や 内容 理 解 の確 認 だ け で は改 善 され な い こ とが明 らか に な っ た。 こ こ
か ら,中 上級 の レベ ル に お い ても あ る程 度,機 能 部 分 に焦 点 を絞 っ た指 導
の必 要性 が示 唆 され て い る と言 え よ う。
機 能 部 分 の聞 き取 幻の 指 導 には,音 声 面 と文 法 面 の2つ の ポ イ ン トが
あ る。音 声 面 に は,ご く基 本 的 な有 声 音 ・無 声 音 とい っ た レベ ル か ら・ 日
常 の会 話 に 見 られ る音変 化 や縮約 形,ス ピー ドの問題 等 が 含 まれ るエ6)。ま
た文 法 面 で は,学 習 者 が持 つ 文法 知 識 が聞 き取 りに大 き く影 響 して くる よ
うで あ る。 文末 の形 式 名 詞 や 補助 動 詞 な ど,目い くつ か の文 法 項 目が組 み合
わ さ っ た も の な ど は,学 習 者 が 聞 き取 れ な い 部 分 だ と い う フ ォ ー ド
(1991)の 指 摘 も あ る 。 これ らの音 声 面 ・文 法 面 の問 題 点 につ い て は,知
16)神 田(1993)で は こ の他 に アク セ ン ト,ポ ー ズ,
め た 「理 解 のた め の音声 教 育」 を提唱 して い るσ
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識 として教 え,あ る程度の練習をしておけば,対 処が可能になると思われ
るP
また,有 声音 ・無声音について今回得られた知見を中国系学習者への指
導 に生 か して い く こ と も必 要 で あ ろ う。
今回の分析では・漢語系語彙 も和語系語彙 もr内 容部分」としてひとま
とめにして扱っている。しかし文法的な機能を考えれぱ,和 語系語彙の
「内容部分」 を含む形式名詞や複合辞 などを機能部分 に含 めて扱 うのも一
つの方法ではないかと思 う。聞き取 りの実態 を観察する調査方法 と共 に,
この よ うな分 析 の単 位 ・方 法 を更 に 工夫 して い くこ とも,今 後 の課 題 で あ
る 。
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